
戦国策『先づ隗より始めよ』　定期テスト対策

名前（　　　　　　　　　　） 日づけ（　　／　　） できた数（　　　／24）

使い方　書き下し文を声に出して読んでから、傍線の番号を手がかりに解きます。Ａ語句 → Ｂ句法 → Ｃだれのことか → Ｄ口語

訳 → Ｅ記述 → Ｆ文学史の順です。

あらすじ＝斉に敗れた燕の昭王が、人材を集めたいと郭隗に相談する。郭隗は「死んだ馬の骨を高く買ったら名馬が集まった」と

いう話をして、「まず私から厚遇してください」と言う。昭王がそのとおりにすると、賢者が争って燕に集まった。

一
　
次
の
書
き
下
し
文
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

燕
人
（
え
ん
ひ
と
）
太
子
平
（
た
い
し
へ
い
）
を
立
て
て
君
（
き
み
）
と
為
（
な
）
す
。
是
（
こ
）
れ
を
昭
王
（
し
ょ
う
お
う
）
と
為
す
。
①

死
を

弔
（
と
む
ら
）
ひ
生
を
問
ひ
、
②

辞
を
卑
（
ひ
く
）
く
し
幣
（
へ
い
）
を
厚
く
し
て
、
以
て
賢
者
を
招
く
。
郭
隗
（
か
く
か
い
）
に
問
ひ
て
曰

（
い
）
は
く
、
「
斉
（
せ
い
）
③

孤
（
こ
）
が
国
の
乱
（
み
だ
）
れ
に
因
（
よ
）
り
て
、
燕
を
襲
破
（
し
ゅ
う
は
）
せ
り
。
④

孤
極
（
き
わ
）
め
て
燕

（
え
ん
）
の
小
（
し
ょ
う
）
に
し
て
以
（
も
っ
）
て
報
（
む
く
）
ゆ
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
。
⑤

誠
（
ま
こ
と
）
に
賢
士
（
け
ん
し
）
を
得
て
与

（
と
も
）
に
国
を
共
に
し
、
以
て
先
王
の
恥
（
は
じ
）
を
雪
（
す
す
）
が
ん
こ
と
、
孤
が
願
ひ
な
り
。
先
生
（
せ
ん
せ
い
）
⑥

可
（
か
）
な
る
者
を

視
（
し
め
）
せ
。
身
（
み
）
づ
か
ら
之
（
こ
れ
）
に
事
（
つ
か
）
ふ
る
こ
と
を
得
（
え
）
ん
。
」
と
。

隗
曰
は
く
、
「
古
（
い
に
し
へ
）
の
君
（
き
み
）
、
千
金
（
せ
ん
き
ん
）
を
以
て
⑦

涓
人
（
け
ん
じ
ん
）
を
し
て
千
里
の
馬
を
求
め
し
む
る
者
（
も

の
）
有
り
。
⑧

死
馬
（
し
ば
）
の
骨
を
五
百
金
に
買
（
か
）
ひ
て
返
（
か
へ
）
る
。
君
怒
（
い
か
）
る
。
涓
人
曰
は
く
、
『
⑨

死
馬
す
ら
且
（
か
）
つ

之
（
こ
れ
）
を
買
ふ
。
況
（
い
は
）
ん
や
生
け
る
者
を
や
。
馬
今
に
至
（
い
た
）
ら
ん
。
』
と
。
⑩

年
（
と
し
）
を
期
（
き
）
せ
ず
し
て
、
千
里
の

馬
至
る
者
三
（
み
）
た
び
な
り
。
今
（
い
ま
）
王
（
お
う
）
必
ず
士
を
致
（
い
た
）
さ
ん
と
欲
（
ほ
っ
）
せ
ば
、
⑪

先
づ
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め

よ
。
況
ん
や
隗
よ
り
賢
な
る
者
、
⑫

豈
（
あ
）
に
千
里
を
遠
し
と
せ
ん
や
。
」
と
。

是
（
こ
こ
）
に
於
（
お
）
い
て
昭
王
⑬

隗
の
為
（
た
め
）
に
宮
（
き
ゅ
う
）
を
改
築
し
、
⑭

之
に
師
事
（
し
じ
）
す
。
是
に
於
い
て
⑮

士
（
し
）
争

（
あ
ら
そ
）
ひ
て
燕
に
趨
（
お
も
む
）
く
。

語
注
　
孤＝

王
侯
の
自
称
。
「
わ
た
く
し
」
。
幣＝

贈
り
物
。
雪
ぐ＝

恥
を
す
す
ぐ
。
涓
人＝

宮
中
の
雑
用
を
す
る
近
侍
の
役
人
。
千
里
の
馬＝

一
日
に
千
里
走
る
名
馬
。
す
ぐ
れ
た
人
材
の
た
と
え
。
期
す＝

期
間
を
定
め
る
。
師
事
す＝

師
と
し
て
仕
え
る
。
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戦国策『先づ隗より始めよ』　定期テスト対策

Ａ
　
語
句
と
読
み
（
1
〜
6
）

（
1
）
①
「
死
を
弔
（
と
む
ら
）
ひ
生
を
問
ひ
」
の
意
味

（
2
）
②
「
辞
を
卑
（
ひ
く
）
く
し
幣
（
へ
い
）
を
厚
く
し
て
」
の
意
味

（
3
）
⑥
「
可
（
か
）
な
る
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
者
か

（
4
）
⑦
の
「
涓
人
」
と
は
ど
の
よ
う
な
役
目
の
人
か

（
5
）
⑩
「
年
（
と
し
）
を
期
（
き
）
せ
ず
し
て
」
の
意
味

（
6
）
⑮
の
「
趨
く
」
の
読
み
と
意
味

Ｂ
　
句
法
（
7
〜
10
）
　
※
抑
揚
・
反
語
・
使
役

（
7
）
⑨
「
死
馬
す
ら
且
（
か
）
つ
之
（
こ
れ
）
を
買
ふ
。
況
（
い
は
）
ん
や
生
け
る
者
を
や
」
の
句
法
名

（
8
）
⑨
の
句
法
は
、
ど
の
よ
う
な
言
い
方
か
。
は
た
ら
き
を
説
明
せ
よ

（
9
）
⑫
「
豈
（
あ
）
に
千
里
を
遠
し
と
せ
ん
や
」
の
句
法
名

（
10
）
⑦
「
涓
人
を
し
て
千
里
の
馬
を
求
め
し
む
」
の
句
法
名
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Ｃ
　
だ
れ
の
こ
と
か
（
11
〜
13
）

（
11
）
③
・
④
の
「
孤
」
と
は
誰
の
こ
と
か

（
12
）
⑪
「
先
づ
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め
よ
」
と
言
っ
た
の
は
誰
か
。
ま
た
そ
の
「
隗
」
と
は
誰
か

（
13
）
⑬
・
⑭
で
、
宮
を
改
築
し
師
事
し
た
の
は
誰
か

Ｄ
　
口
語
訳
（
14
〜
17
）

（
14
）
④
「
孤
極
（
き
わ
）
め
て
燕
（
え
ん
）
の
小
（
し
ょ
う
）
に
し
て
以
（
も
っ
）
て
報
（
む
く
）
ゆ
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
」

（
15
）
⑨
「
死
馬
す
ら
且
（
か
）
つ
之
（
こ
れ
）
を
買
ふ
。
況
（
い
は
）
ん
や
生
け
る
者
を
や
」

（
16
）
⑩
「
年
（
と
し
）
を
期
（
き
）
せ
ず
し
て
」
、
千
里
の
馬
至
る
者
三
た
び
な
り

（
17
）
⑫
「
豈
（
あ
）
に
千
里
を
遠
し
と
せ
ん
や
」
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Ｅ
　
内
容
・
記
述
（
18
〜
22
）

（
18
）
⑤
「
誠
（
ま
こ
と
）
に
賢
士
（
け
ん
し
）
を
得
て
与
（
と
も
）
に
国
を
共
に
し
、
以
て
先
王
の
恥
（
は
じ
）
を
雪
（
す
す
）
が
ん
こ
と
」
と
あ
る
が
、
昭
王
の
願
い
を
二

点
に
ま
と
め
て
書
け
。

（
19
）
⑧
「
死
馬
（
し
ば
）
の
骨
を
五
百
金
に
買
（
か
）
ひ
て
返
（
か
へ
）
る
」
に
つ
い
て
、
涓
人
は
な
ぜ
死
ん
だ
馬
の
骨
を
五
百
金
も
の
大
金
で
買
っ
た
の
か
。
四
十
字
以
内

で
書
け
。

（
20

）

⑪

「

先

づ
隗

（

か
い
）

よ
り
始

め
よ
」

と
進

言

し
た
と
き
、

郭

隗

は
自

分

を
何

に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
か
。

た
と
え
話

と
対

応

さ
せ
て
書

け
。

（
21

）

⑮

「

士

（

し

）

争

（

あ

ら

そ

）

ひ

て

燕

に

趨

（

お

も

む

）

く

」

と

は

、

ど

う

い

う

こ

と

に

な

っ

た

と

い

う

の

か

。

三

十

字

以

内

で

書

け

。

（

22

）

故

事

成

語

「

隗

よ

り

始

め

よ

」

に

つ

い

て

、
（

１

）

も

と

も

と

の

意

味

と

（

２

）

今

よ

く

使

わ

れ

る

意

味

を

、

分

け

て

書

け

。

Ｆ
　
文
学
史
（
23
〜
24
）

（
23
）
こ
の
故
事
の
出
典
を
二
つ
答
え
よ
。

（
24
）
こ
の
話
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
国
と
、
人
材
を
求
め
た
王
の
名
を
答
え
よ
。

【テスト直前チェック】この三つ　❶抑揚形「死馬すら且つ之を買ふ。況んや生ける者をや」＝軽いものを挙げて重いものを強調する。この話

の心臓部。　❷反語「豈に千里を遠しとせんや」。　❸隗＝死んだ馬の骨という対応。ここが分かれば記述はすべて解けます。
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